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(1) 8 週齡メス ddY マウスを用いた。薬剤は
それぞれ 4時間の音響負荷前に腹腔内投与し
その効果を検討した。コントロール群として
30 %DMSOを0.1 cc投与し、AACOCF3は30 %DMSO
に溶解した後 10 mg/kg、50 mg/kg、100 mg/kg
















(1) 細胞質型 PLA2 阻害薬である AACOCF3 の






(2) 音響負荷後 1週目では、indomethacin 5 
mg/kg 群、NDGA 100 mg/kg 群、meloxicam 50 
mg/kg 群で、対照群に比べて ABR 閾値上昇の
軽減がみられ、統計学的な有意差を認めた。
音響負荷後 2週では、indomethacin 5 mg/kg
群、NDGA 100 mg/kg 群の両者で、有意な閾値
変化の差がみられたが、COX-2 阻害薬の各群
では、有意な変化を認めなかった。外有毛細
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